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単独感触と二重感触

コウルリッジにおける感覚と幻想

高 山信雄

１．詩的幻想

詩人が詩作する場合，過去あるいは現在の体験や経験を材料にして，それに

詩人特有の奔放なる想像力を駆使し，ときには未来の希望や予言すらも表現す

る。したがって，多くの詩人にあっては，外部的な刺激が詩の源泉として非常

に重要な役割を果す。

この外部的刺激は，感覚を通して得られるものである。詩人にとって，特に

重要な感覚は視覚である。視覚に映じた像は，詩人の精神に作用して，その詩

人独特の形象として詩の中に再構成される。このことは，他の感覚，すなわち

聴覚・臭覚・触覚・味覚についてもまったく同様である。

およそ人間の感覚のうちで，視覚はもっとも優れている。遙遠なる夜空の星

も地に這う微少なる蟻も，真昼の眩擢にも新月の微光にも，人間の目はよくそ

の機能を発揮する。しかも自然のままに対象を視覚化できる。こうした能力は．

他のほとんどの動物に欠けるものであって，まさに人間独自の特`性の一つと言

っても過言ではあるまい。

対象を感覚し得る距離的能力からすると．視覚は第一位である。実に無限遠

といえる距離にある対象すら感知できる。これに聴覚が次ぐ。やや遠方の音も

聞くことができる。臭覚になるとずっと近くに限定される。聴覚や臭覚が人間

より優れた動物はいくらもいる。触覚はせいぜい手の届くところにしか及ばな

い。味覚は口腔の舌に限定される。しかしながら，こうした距離的な感覚能力

が，詩人の受ける感覚的刺激の大きさに比例するわけではない。むしろその逆

ではないかとも思われる。視覚は人間に備わった最優位の感覚であるという理

由からもっとも多く活用されるのであるが，刺激はこれとは逆に，味覚におい

て、すなわち舌での感覚がもっとも強烈であり、五体の一部に触れる触覚がこ

れに次ぐ。
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19世紀のロマン派詩人の多くは，いわゆる視覚から詩的形象を得ていた。ワ

ーズワスもその一人である。彼の詩には，感覚的想像力により視覚的記憶から

再生された詩が多い。すなわち、視覚的過程を踏んで外界から取り入れられた

詩的イメージが，もう一度頭脳内のスクリーンーヒに，デフォルメされモデイフ

ァイされて再生されるのである。この現象を幻想あるいは幻視と言ってもよい

であろうが，その主たるモチーフは視覚映像にあることは確かである。

こうした視覚的詩人とは別に，触覚によっても詩作のモチーフを得る詩人が

いる。それだけに刺激は強烈で印象的である。コウルリッジは，こういうタイ

プの詩人のうちでも、もっとも顕著な詩人であるといえよう。彼の詩にみられ

る「魔力的なもの｣，あるいは「超自然的なもの」は，この触覚によって喚起

され想像力によって再構成されて，さらに詩人の精神によって活力を与えられ

たものである。

コウルリッジの詩的幻想は，主として「眠っているときの，半意識的・準意

識的なからだの状態｣')から生ずるのである。そこでは，ふだん意識下に潜んで

いる無意識があらゆる束縛から解放され．それが外界からの感触的な刺激によ

り喚び戻され，活発な想像力の作用によって視覚化される。コウルリッジが触

覚を重要なものであると考えたことは，1815年にワーズワスに宛てた次の書簡

にも明らかである。

IsupposedyoufirsttohavemeditatｅｄｔｈｅｆａｃｕｌｔｉｅｓｏｆＭａｎｉｎｔｈｅ 

ａｂstract，intheircorrespondencewithhisSphereofaction，ａｎｄ 

first,intheFeeling,TouchandTaste,thenintheEye,&last 

intheEar，ｔｏｈａｖｅｌａｉｄａｓｏｌｉｄａｎｄｉｍｍｏｖｅａｂｌｅｆoundationforthe 

EdificebyremovingthesandySophismsofLocke，andtheMechanic 

Dogmatists，anddemonstratingthattheSenSeswerelivinggrowths 

anddevelopemenｔｓｏｆｔｈｅＭｉｎｄ＆Spiritｉｎamuchjusteraswellas 

highersense，ｔｈａｎｔｈｅｍｉｎｄｃａｎｂｅｓａｉｄｔｏｂｅｆｏｒｍｅｄｂｙｔｈｅＳｅｎｓｅｓ－２Ｉ 

コウルリッジが感覚と精神との関連について重要な意義を認めるに至った過

程には，さまざまな経験があったようである。感覚のうち，とりわけ触覚につ

いては格別の関心があった。触覚の重要性について最初に述べているのは，

1801～２年の『備忘録』の中である。

motioncommunicatedtotheobjectbｙａｎｙｍｏｔｉｏｎｉｎａｎｙｐａｒｔｏｆ 
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thebody・ｅｘ・ｇｎｏｆｔｈｅｈａｎｄｍｏｖｉｎｇｔｏ＆ｆｒｏｔｈｅｆｌｅｓｈｏｆｔｈｅ

Ｌｅｇ－Ｔｈｉｓｉｍｐｏｒｔant､3１ 

しかし，コウルリッジが感触作用を体験的に詩に表現したのは，これよりず

っと早く，すでに1798年に『杼情民謡集』に載せた「老水夫の歌』において明

白である。夢の中での感触については，さらに以前に遡ることができる。コウ

ルリッジは病苦を柔げるために服用した阿片の効果より生ずる心的状態の下で

彼自身の肉体の犠牲において，感触作用によって、ますます鋭くますます強烈

に，しかも￣層幻想的な形象を生ずるようになっていった。

２．感触の効果

1819年の春，詩人ジョン・キーツがロンドン郊外のハイゲイトを散歩中に，

偶然に医師のギルマン宅に住んでいたコウルリッジと出会った。そのときコウ

ルリッジはキーツと共に散策しながら，夢魔や触覚を伴う夢の話，それに単独

感触と二重感触の話をした，とキーツはその書簡の中で述べている｡4’この頃

にはすでに，コウルリッジには感触作用の詩的重要･性が体系化されていたので

ある。

コウルリッジが考えた感触作用の効果は、どんなものであったろうか。彼は

『備忘録』の中で，こう課き留めている。

ImportantmetaphysicalHinttheinfluenceofbodilyvigorandstrong 

GraspofTouchinfacilitatingthepassionofHope:5１ 

またさらに『備忘録』の中には，感触に関して次のように説明している個所

がある。

Theimperfectionoftheorgansbywhｉｃｈｗｅｓｅｅｍｔｏｕｎｉｔｅｏｕｒ－ 

ｓｅｌｖｅｓｗｉｔhexternalthings-thetongue，ｔｈｅｐａｌａｔｅ，theHamd-

whichlatterbecomingmoreo7gmujcislesspassionate／nowtakean 

organasthehighestexponentofpassionwiththeleastpossiblema-

chineryofpower，ｔｈａｔｉｓ，themostFeelinR，ｔheleastTouch，＆no 

Grasp／itcanonlysuitauniversalidea/consequentlydim-＆oneby 

thedimness／ｈｏｗｅｖｅｒｃｏｍｐｌｅｘｉｔｍａｙｏｒｍａｙｎｏｔｂｅ、Observethat

incertainexcitedstatesoffeelingtheknees、ａｎｃｌｅ，sides＆ｓｏles
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ofthefeet，ｂｅｃｏｍｅorganic／Query-thenippleinawoman'sbreast， 

doesthateverbecometheseatofpaticutarfeeling，ａｓｏｎｅｗｏｕｌｄｇｕｅｓｓｂｙ 

ｉｔｓｄｏｒｍａｎｃｙ＆suddenawakings-6） 

身体の一部の感触は，ほんのわずかなものであっても、詩作の原動力となる

感情の高揚が得られるものである。

子供にとって感触が如何に重要な効果をもたらすかを、コウルリッジはよく

知っていたし関心もあったようである。

ＮｏＭ１８－Ｄｅｒｗｅｎｔｈａｄｔｅａｒｓｉｎｈｉｓｅｙｅｓｗｈｅｎｈｅｃｒｉｅｄ－ＭｉｓｓＷ・

touchedhisfacewithhercoldhands． 

Ｈart、ｓｅｅｍｅｄｔｏｌｅａｒｎｔｏｔａｌｋｂｙｔｏｕｃｈｉｎｇｈismother〔…]?’

コウルリッジは息子たちに及ぼす感触の効果を細心な注意をはらって観察し

た結果，それが感情を大きく支配することを再認識するのである。

Attention／fromgreatertoalesser，explainedbytheTaste＆ 

Touch-i.ｅ・fruition，sosmallinsurfaceofSpace，comparedwith

theeye＆ear､8〕

これも「備忘録』に書かれた一文であるが，触覚や味覚に対するコウルリッ

ジの関心の深さが伺えるものである。

このように，コウルリッジにあっては，感触は人間一般に及ぼす普遍的効果

のほかに，さらにそれは詩的体験を具現化する媒体としての効果を認めるもの

となる。すなわち，触覚がもつ生物的効果からはじまって，さらに幼児が示す

親しい人の感触に対する歓喜や安堵の感`情から悪夢にさいなまれる原因となる

感触までの，さまざまな効果を熟考し研究したのちに，コウルリッジはこれを

精神との関連における重要な形而上学的要素と考えるに至ったのである。

ほんのわずかな感触でも，そこから誘発される感情にはすこぶる激しいもの

がある。特にそれは，睡眠状態一とりわけ半意識的な状態一においてもっ

とも著しい。すなわちこの状態では感触を感知できるが，それに視覚の影響は

まったく存在しないので，視覚による先入観的効果はまったくなく，すこぶる

自由で奔放な幻想が得られることになる。
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３．二重感触

コウルリッジにあっては，触覚の効果を芸術的素材としての幻想体験にまで

高めるものは二重感触（doubletouch）の作用である。二重感触とは，視覚の

作用がない状態で触覚だけで或る物体の存在を感覚するとき，それを現実の形

態とは異なるものとして感じとる作用である。この場合，一個の物体でも，

ときには二個と感じることがあるので，コウルリッジはこの感触効果を二重感

触と名づけたのである。トム・ウェッジウヅドが記している二重感触の説明に

よると，目隠しをして人差指と中指の指先を交叉させた状態で触わると，一つ

のものが二つに感じられるという。こうした実験は誰がやっても同じであろう

と彼は信じている。彼はこう言う。

Apersonisblindfolded，ａｎｄｄｅｓｉｒｅｄｔｏａｔｔｅｎｄｔｏｔｈｅｉｍｐｒｅｓｓion 

oftouchfromabodysoplaced；thebandagebeingremoved，heis 

directedtolookathisfingers，whiletheobjectisplacedasbefore・

Ｈｅｗｉｌｌｓａｙ，ｔｈａｔｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｈｅｆｅｌｔｔｗｏｂｏｄｉesatadistance 

fromeachother，ａｎｄｔｈａｔｎｏｗｈｅｆｅｅｌｓｏｎｌｙｏｎｅ…Ａｓｔｈｅｓｅｎ－ 

ｓａｔｉｏｎｓｏｆｔｏｕｃｈｆｒｏｍｔｈｅsameimpressingbodymusthavebeenｔｈｅ 

ｓａｍｅｉｎｂｏｔｈｃａｓｅｓ，thesupposeddifferenceinthemmusｔｈａｖｅｂｅｅｎ 

ｏｗｉｎｇｔｏｓｏｍｅｃｉｒｃｕｍｓｔａｎｃｅｏｆｖｉｓｉｏｎ：ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｃａｓｅ，theex-

perimenterwasdeceivedbyavisualidea；inthesecondhewas 

rightlyimformedbyavisualimpression.,） 

すなわちこの二重感触が作用する状況にあっては，感覚によって直ちに或る

観念を惹起するが．それは感覚と観念とに共通する性質があるからである。現

象界に存在する物体の認識には，当然視覚にもっとも信頼がおかれる。しかし視

覚に映じた客体は，形状・大きさ・色彩などが固定化されて、もはや触覚は第

二義的なものでしかない。ところが視覚の助けなくして物体を触知するとき．
●● 

そこに(よ感触より生ずる別の観念が湧いてきて，その対象物を想定する。この

感覚作用と観念作用が一体となって、対象物の認識が可能となる。したがって，

ときには二重感触作用で触知した客体は、視覚的存在物とは大きく遊離した幻

想となる場合がある。しかもこの幻想は意志力の作用によって発展的連続的な

推移をする。『文学評伝』第一二章に，“these"satjo〃ofvolition，which

lhavefoundreasontoincludeｕｎｄｅｒｔｈｅｈｅａｄｏｆｓｉｎｇｌｅａｎｄ 
●●●●●●●● 

doub]ｅtouch."１０’と書かれているが，コウル'ノッジはこの意志力の感覚作用
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を，意志すなわち実践的理性・選択の能力などと並列して，すべての知識の中

に統一や必然性や普遍性を作り出す力として考えた。コウルリッジはこれを非

常に重要な先験的原理として捉えていたことは，同様の説明が『アニマ・ポエ

タ』・『雑録集』その他'''に引用されていることからもわかる。

意志力の感覚作用はこのように単独および二重感触作用の範嶬に含まれるも

のであるとコウルリッジは考えるに至ったのであったが，それは取りも直さず：

こうした感触作用が主観的精神活動における感覚能力を為すことを認めたもの

である。すなわち，コウルリッジは感触作用を単に現象を感知する器官の作用

に止めることなく、哲学的意味を有する能力として，形而上学的あるいは先験

哲学的な原理にまで高めたのである。コウルリッジは次のように記している。

OftheintimateconnectionofVolition，ａｎｄｏｆｔｈｅＦｅｅｌｉｎｇ＆ 

ConsciousnessofVolitjon，ｏｎｔｈｅｓｔａｔｅｏｆｔｈｅＳｋｉｎ，Ｉｂａｖｅｎｏｔｉｃｅｄ 

ｌｏｎｇａｇｏｉｎａｆｏｒｍｅｒＰｏcket-book，occasionedbythecuriousph8e-

nomenonexperiencedtheXtmasofl801aｔＭｒＨｏｗｅｒｓ，Ｎ･１０， 

ＫｉｎｇＳｔ，ConventGarden，mySkindeadened，theeffectofviolent 

Diarrhcea／MySpeculationsthenceondoubleTouch-thegenerationof 

theSenseofReality＆Ｌｉｆｅｏｕｔｏｆｕｓ，fromthelmpersonationef-

fectedbyacertainphantasmofdoubleTouch，＆Ｃ＆Ｃ＆ｃ，ａｎｄ 

ｔｈｅｎｃｅｍｙＨｏｐｅｏｆｍａｋｉｎｇｏｕｔａｒａｄicaldistinctionbetweenthisVo-

lition＆FreeWillorArbitrement，＆thedetectionoftheSophistry 

oftheNecessitarians／ashavingarisenfromconfoundingtｈｅｔｗｏ・'2１

上記引用のように，コウルリッジがこの体験をしたのは1801年のことであっ

たが，すでにその頃に二重感触作用をもって意志力つまり意欲と自由意志との

明確な区別をしようと考えていたのである。この二重感触作用は，ゴウルリッ

ジが述べているように激しい下痢で皮膚の感覚がなくなったときに経験したも

のであるが，この状態においては皮膚は通常の感触とは別な観念を導く作用を

営んでいるのである。通常の皮膚感覚が消失した状態は，たとえば乗物酔いや

麻薬摂取のときなどにもしばしば生じるものであるが，睡眠中にもっとも頻繁

に現われる。彼はこの日の経験から，二重感触作用の幻想の具現化によって主

観的実在感覚が生ずるのを見出したのであった。

コウルリッジはまた，二重感触作用に関して，こうも記している。
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Touch-doubletouch／ｌＴｏｕｃｈｗｉｔｈｔｈｅｓｅｎｓｅｏｆｉｍｍｅｄｉａｔｅｐoｗｅｒ 
２withretentivepower-3retentivepowerextinguishingthesense 
oftouch，ｏｒｍａｋｉｎｇｉｔｍｅｒｅｆｅｅ]ing－＆thegradationsprecedingthis 
extinction／４retentivepowersimply，ａｓｗｈｅｎｌｈｏｌｄａｔｈｉｎｇｗｉｔｈ 
ｍｙＴｅｅｔｈ／５ｗｉｔｈｆｅｅｌｉｎｇｎｏｔＴｏｕｃｈｉｎｏｎｅｐａｒｔｏｆｔｈｅｍachinerv -7 

bothintheother，ａｓｗｈｅｎｌｐｒｅｓｓａｂｉｔｏｆｓｕｇａｒｗｉｔｈｍｙＴongue 
againstmyPalate／６ｗｉｔｈfeeling＆eventouchbutnotspecific 
stimuノロｒｉ（essesubstimulo）ａｓｗｈｅｎｌｈｏｌｄａｑｕｉｌｌｏｒｂｉｔｏｆｆｒｕｉｔ
ｂｙｍｙｌｉｐｓ－ｌ３’ 

コウルリッジの考える二重感触とは．このように直観力のある感触であり．

保持力をもつ感触である。そしてさらに触覚を消失させ単なる感・情だけを生ぜ
しめる保持力をも有するものである。コウルリッジが二重感触作用をこのよう

に多面的な作用として捉えたのは，感触の効果によって特定の感情が生ずるま
での全過程に作用するものをすべて念頭に入れたからである。

４．夢と感触

コウルリッジにあっては，夢と感触との関係は非常に重要な意義をもつ。感

触が感情に大きな作用を与えるのは、一般的な夢（Dream）におけるよりも幻
想夢（Night-mair）においてである。通常意識下に潜んでいる過去の経験と
感触効果とが結びついて，lijlか得体の知れない形象や観念を生ずると．それは

夢魔として現われる。下層意識が解放され記憶が自由に淵歩する場で，あの奔
放でilM1達な想像力の作用により，奇抜で凄愉なる状況や，ときには卓越した不
可思議な形象などが，創造され形成される。

その力の作用する場は，意識が完全なときでもまったくないときでもなくし
て半ば意識的感覚状態であるが，形象は鮮明で新鮮であり，しかも記憶によく

保持される。コウルリッジは夢魔には悩まされていたのであるが、皮肉なこと
に．それが彼の詩的体験の世界としてもっとふさわしく且つ重要なものであっ
た。『備忘録」中に次の覚え禅きが見られる。

Ｎｉｇｈｔ－ｍａｉｒｉｓ，Ｉthink，ａ１ｗａｙｓ－ｅｖｅｎｗｈｅｎｉｔｏｃｃｕｒｓｉｎｔｈｅｍidst 

ofSleep，ａｎｄｎｏｔａｓｉｔｍｏｒｅｃｏｍｍｏｎｌｙｄｏｅｓａｆｔｅrawakinglntel-
val，ａｓｔａｔｅｎｏｔｏｆＳｌｅｅｐｂｕｔｏｆＳｔｕｐｏｒｏｆｔl1eoutwardorgansof 
Sence，ｎｏｔｉｎｗｏｒｄｓｉｎｄｅｅｄｂｕｔｖｅｔｉｎｆａｃｔｄｉstinguishablefromthe 
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suspendedｐｏｗｅｒｏｆｔｈｅｓｅｎｓｅｓｉｎｔｒｕｅＳ１ｅｅｐ；…Ｉｲ’ 

コウルリッジはここで、睡眠状態において外界を感知する感覚器官が昏迷の

状態に幻想夢が生ずるとして，感覚器官が眠っているときには生じないと考え

ている。彼は言う。

Thisstuporseemsoccasionedbvsomepainfulsensation，of 

unknownlocality，mostoften，Ｉbelieve，ｉｎｔｈｅｌｏｗｅｒＧｕｔ，tho，not 

seldomintheStomachwhichwithdrawingtheattentiontoitself 

froｍｉｔｓｓｅｎｓｅｏｆｏｔｌｌｅｒｒｅａｌｉｔｉｅｓｐｒｅｓentmakesusasleeptothem 

indeedbuｔｏｔｈｅｒｗｉｓｅａｗａｋｅ－Ｉ５’ 

ここでわかるように、苦痛が感覚の昏迷を生ずる原因となるが、とりわけ腹

部によるものが多いという。コウルリッジの幻想夢はこのように感覚器官，主

として触覚が，昏迷の状態において生ずるのだが，これは腹部だけが原因でな

く，歯や手足についても同様である。

－andwheneverthisderangementoccasionsaninterruptioninthe 

Circulation，aidedperhapsbypressure，awkwardposition，＆ｃ，ｔｈｅ 

ｐａｒｔｄｅａｄｅｎｅｄ－ａｓｔｈｅｈａｎｄＷｏｒｈｉｓａｒｍ，ｏｒｔｈｅｆｏｏｔ＆leg，on 

thissidatransmitsdoubleTouchassingleTouch：towhichthe 

lmaginationtherefore，thetrueinwardCreatrix，instantｌｙｏｕｔｏｆｔｈｅ 

ｃｈａｏｓｏｆｔｈｅｅｌｅｍｅｎｔｓ＜orshatteredfragments＞ｏｆＭｅｍｏｒｙｐｕｔｓ 

ｔｏｇｅｔｈｅｒｓｏｍｅｆｏｒｍｔｏｆｉｔｉｔ－ｊ６’ 

このように睡眠中の身体の位置によっても，或る種の感覚状態が各部位にひ

き起こされることもある。そうした状態では，二重感触が単独感触のように脳

に伝えられるのであって，その状態において，あの内なる創造の女神想像力が

活蹄して．その混沌としたものを一つの全体としてまとめるのである。

胃が皮膚感覚に重要な役割を果しているというコウルリッジの考えは，次の

覚え書きにも見られる。

Mrs．Ｃ・ｔｏｌｄｍｅ，MondayNight，Ｍａｙ９ｔｈ，thatsinceshehadhad

thelnfluenza，＆herSkinhadbeenevidentlyaffecteｄｂｙｔｈｅＳｔａｔｅ 

ｏｆｓｔｏｍａｃｈ，ｔｈａｔｔｈｅＢａｂｙｌｙｉｎｇｏｎｈｅｒａｒｍ＜often＞ｓｅｅｍｅｄｔｗｏ 
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Ｂａｂｉｅｓ－ｓｈｅｎｏｔ＜absoIutely＞ａｓｌｅｅｐ－ｂｏｔｈｏｎｔｈｅｓａｍｅｓｉｄｅ－＆ 

ｔｈａｔｓｈｅｏｆｔｅｎｓｅｅｍｅｄｔｏｈａｖｅｔｗｏＢｒｅａｓｔｓｏｎｔｈｅｓａｍｅｓｉｄｅ－Ｉ７， 

コウルリッジ自身ばかりでなく，妻のセアラも胃の状態によっては二重感触

を感じたと話しているのであるから、彼にとっては二重感触は普遍的な原理で

あるという確信を深めたに相違あるまい。

コウルリッジは．いわゆるDreamとNight-mairとを区別している。

Night-mair（コウルリッジはNightmareと綴らずNight-mairとした）

は『文学評伝』の第18章の註にあるように，Night-sisterあるいはNight-

hagの意味であって，共に女性の意味をもつ。コウルリッジのこの種の幻視

あるいは幻想は実に多岐にわたる。優しい女性．顔馴染の女性，恐しい女性な

どさまざまな女性像が幻想の中に現われる。

二重感触がひき起こされる身体的状態は．外界を感じとる器官の機能の昏迷

した状態であるが，これは睡眠中のみならず船酔いのときにも生ずることがあ

る。コウルリッジはこのように記している。

Seasickness，ｔｈｅＥｙｅｏｎｔｈｅＳｔｏｍａｃｈ，ｔｈｅＳｔｏｍａｃｈｏｎｔｈｅＥｙｅ 

／－Ｅｙｅ＋stomach＋Skin-Scratching＆everafterincertainaf-

fectionsｏｆｔｈｅＳｋｉｎｍｉｌｄｅｒｔｈａｎｔｈｏｓｅｗｈｉｃｈｐrovokeScratchinga 

restlessnessfordoubleTouch／Ｄalliance，＆atitsheight，necessity 

ofFruition-FruitiontheintensestsingleTouｃｈ，＆ｃ＆Ｃ＆Ｃ；’3 

船酔いしたときの胃の状態は、皮膚感覚に特別の状態をもたらす。胃に神経

が集中して，あたかも胃に視覚的効果をもたらすように感じられる。

二重感触作用には，特別な身体状態が前提となるから，誰もがいつでも触知

できるものではない。単独感触とはこの点が相違する。詩人コウルリッジにし

てはじめて，その効果を有効に活用できたのである。

５．詩的創造の源泉

単独感触および二重感触作用は，コウルリッジの詩作において非常に重要な

要素となっている。Night-mairにおける感触は，理性の束縛から解き放た

れた感`情を思うままに刺激して，あるときは崇高にして華麗なる女IYEを，ある

ときは恐`柿と怪奇に満ちた形象を．あたかも実在せるが如〈に詩人の内に顕現

する。そしてそれが人には想像も及ばぬ幻想的にして怪誘なる物語を生み，霊
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妙にして幽玄なる情景を再現する。そこに作用するのは詩人の統一力であり横
●●● 

成力であるあの崇高なる想像力である。想像力は斯くして二重感触によってi古

動の場を与えられ，その持てる最高能力を発揮できるのである。

深遠玄妙な詩「老水夫の歌』に見られる超自然的ゴシシズムの美は，実にコ

ウルリッジの幻想の追体験より生じたものである。如何に詩人の見た幻視が奇

抜であっても，それがまとまりある全体に再橘成されない限り芸術作品とは言

い得ない。想像力が調和的に作用してこそ，はじめて詩としての形態をとる。

この詩の内容は，コウルリッジにあっては単なる妄想ではないし、また現実と

まったく無縁のものでもない。さりとて現実的実在そのものでもないことは明

白である。それは現実界を基礎にして二重感触作用の効果と想像力との相乗欄

によって創り出された詩人の現実の形象の描写である。したがって，詩人の得

た幻想と現実とが調和した形態が詩であるといえる。

コウルリッジにしばしば散見せられるNight-mairの実例が，「老水夫の

歌』にもある。

Iipswerered，Ａｅｒｌｏｏｋｓｗｅｒｅｆｒｅｅ， 

1ockswereyellowasgold： 

ｓｋｉｍｗａｓａｓｗｈｉｔｅａｓｌｅｐｒｏｓｙ， 

Night-mareLIFE-IN-DE八ＴＨｗａｓｓｈｅ，

thicksman，sbloodwithcold.】，’

Ｈｅｒ 

Ｈｅｒ 

Ｈｅｒ 

Ｔｈｅ 

Ｗｈｏ 

これは疑いなくコウルリッジがNight-mairに見た女性の描写である。恐

怖と暗黒の世界の象徴に，女性の姿をもってする。生と死と対立の中で苦悩す

する老水夫の見た現実は，コウルリッジその人の仮幻でなくてむしろ現実であ

り，冷厳なる芸術の世界に具現化され詩人の魂でもある。

コウルリッジの怪異玄妙にして神変不可思繊なゴシシズムは，独り怪奇･性のみな

らず豊かな杼`情性と真筆な詩魂と新鮮なる詩風により森厳なものとなっている。

神々妙々なる詩風を代表するもう一つの詩「クリスタベル』にも、生々しい

詩人の体験が惨み出ている。Night-mairにおける可､憐純情なる乙女と醜悪

怪奇な魔女は．そのまま詩の中でのクリスタベル姫とジェラルダインに具現化

される。二重感触作用の結晶であり、想像力の所産である。

Ａｎｄｎｏｗｔｈｅｔｅａｒｓｗｅｒｅｏｎｈｉｓｆａｃｅ， 

Ａｎｄｆｏｎｄｌｙｉｎｈｉｓａｒｍｓｈｅｔｏｏｋ 
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FairGeraldine，ｗｈｏｍｅｔｔｈｅｅｍｂｒａｃｅ， 

ProlonRingitwithjoyouslook 

Whiｃｈｗｈｅｎｓｈｅｖｉｅｗｅｄ，avisionfell 

UponthesoulofChristabeL 

Thevisionoffear，ｔｈｅｔｏｕｃｈａｎｄｐａｉｎ１ 

Ｓｈｅｓｈｒｕｎｋａｎｄｓhudered，ａｎｄｓａｗａｇａｉｎ－ 

（Ａｈｗｏｅｉｓｍｅ１Ｗａｓｉｔｆｏｒｔｈｅｅ， 

Thougentlemaid1sucbsigbtstoｓｅｅ？） 

Ｔｈｅtouch，thesiRht，hadpassedaway， 

Andinitssteadthatvisionblest， 

Whichcomfortedherafter-rest 

Whiｌｅｉｎｔｈｅｌａｄｙ，ｓａｒｍｓｓｈｅｌａｙ， 

Ｈａｄｐｕｔａｒａｐｔｕｒｅｉｎｈｅｒｂｒｅａｓｔ， 

Ａｎｄｏｎｈｅｒｌｉｐｓａｎｄｏ，erhereyes 

Spreadsmileslikeligbｔ１２ｏ１ 

これはまさに詩人コウルリッジの実体験のデフォルメに外ならない。感触と

苦痛．それに恐怖の仮幻。これは詩人にとって幻覚というよりむしろ現実なの

である。

二重感触作用による仮幻すなわち視覚的形象は、まったくの夢の状態でなく

して，意識が働く状態に近いNight-mairにおいて現出する。このような状

態の下では、無意識すなわち下層意識と半ば目覚めている感覚作用とによって

幻視がもたらされる。コウルリッジ自身はこの状態をreverieと呼んでいた

が，このreverieの状態こそ，詩人コウルリッジにあっては芸術の温床であ

り根源であった。

視覚の助けを借りる単独感触にあっては，実体を実体として認識するのだが、

その際その対象と何らかの精神的交流があれば．その刺激は感触によって倍加

される。例えば愛する人の優しい手から伝わる感触は．歓喜と快感の感情を誘

発し，しかも物理的刺激は去ってもその感`情は保持され持続する。そしてそこ

からも詩的情緒が生まれる。

一方，二重感触においては．外界の実体の大きさとは係りなく，空間的な広

がりにおいて認識される。したがって、そこには現実離れした『クゥブラ・カ

ァン』のような、神秘的な幻想の世界が開けてくるのである。
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このように､単独および二重感触は共に詩作の源泉であるが．

を体系化して詩という芸術にまで高めたのは、コウルリッジをイ

すものである。

の源泉であるが．二重感触効果

コウルリッジを似って噛矢とを
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